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近藤：本日は、ご多用のところ、また、季節外れの酷暑のなか、ご出席を賜りまして、

誠にありがとうございます。   

私は社長の近藤 康正でございます。定款第１５条の定めに従いまして、本総会の議長

を務めますので、よろしくお願い申しあげます。   

スムーズな運営を心がけたいと存じますので、ご協力の程、よろしくお願い申しあげま

す。それでは、ただ今から株式会社サンゲツ第 73 回定時株主総会を開会いたします。 
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本総会の目的事項は、『招集ご通知』の 3 ページに記載のとおりでございます。  

本日の総会の議事運営につきご説明申しあげます。  

まず監査等委員会の監査報告、会計監査人、監査等委員会の連結計算書類監査

結果の報告ののち、私から報告事項 1 と 2、ならびに 2026 年 3 月期業績予想と中

期経営計画『BX2025』各施策の進捗状況、さらに決議事項 1～3 をご説明した後、

株主の皆さまより、全ての報告事項と決議事項についてご質問をお受けいたします。  

これら質疑応答が終わりました後に、一括で審議をお願いしたいと思います。 
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それでは、報告事項および議案の審議に先立ちまして、監査等委員会の委員長、

宇田川憲一より監査等委員会の監査報告をご報告申しあげます。 

 

宇田川：監査等委員会の委員長を務めております宇田川でございます。 

それでは、監査の結果についてご報告申しあげます。 
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監査等委員会は第 73 期事業年度における取締役の職務執行全般について監査

を行ってまいりました。 監査の結果につきましては、WEB サイトの『招集ご通知』に

記載の、監査等委員会の監査報告書の謄本のとおりでございます。  

事業報告およびその附属明細書は、法令・定款に適合しており、会社の状況を正し

く示していると認められ、取締役の職務の執行に関する不正の行為、または法令も

しくは定款に反する重要な事実は認められませんでした。 

あわせて、内部統制システムに関する取締役の職務執行においても、指摘すべき

事項は認められませんでした。  
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連結計算書類および計算書類などについては、WEB サイトの『招集ご通知』に記載

の、会計監査人の監査報告書の謄本のとおり、報告および説明をうけ、監査を行い

ました。その結果、有限責任監査法人トーマツの監査の方法と結果は相当であり、

指摘すべき事項はございません。  
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次に、監査等委員会は、監査等委員以外の取締役の選任につきまして、監査等委

員である社外取締役全員が参加している指名報酬委員会における検討を通して、

『招集ご通知』の 7 ページから 9 ページ記載の 2 名の候補者を取締役に選任するこ

とが、当社の中長期的な企業価値向上を託すにふさわしく適任と判断しています。 

なお、本総会に提出されております議案および書類に関しましても、法令および定

款に適合しており、指摘すべき事実は認められませんでした。  

以上ご報告申しあげます。 
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近藤：それでは、次に本総会の報告事項につきご説明いたします。 昨年 4 月に社

長に就任し、丸一年強が経過しました。事業計画の実現に向けて全力を尽くすこと

はもちろんのこと、中長期視点での持続的な成長に向けて、社長としての FACT 

FINDING、現場把握、課題の抽出に努めてまいりました。そして、長期ビジョンを見

据えた組織改編、諸施策の実行に取り組んでまいりました。その振り返りも含めて、

私から 2025 年 3 月期決算概況をご説明申しあげます。 
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昨年度のわが国経済は、雇用・所得環境の改善、インバウンドの活況、企業収益

の改善などにより、緩やかに回復したものの、建設市場は、人手不足、コスト高を

背景として弱含みに推移いたしました。一方世界経済は、地政学リスク、中国の景

気停滞、米国の相互関税措置などにより不透明感が高まりました。ここにきてのイ

スラエル・イランの衝突もあり、先行きも引き続き不透明に推移すると見込まれます。 
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新設住宅着工戸数は、2025 年 3 月に住宅省エネ法改正前の駆け込みがあり、

2024 年 4 月～2025 年 3 月 この 1 年としてはプラスとなったものの、依然として力

強さを欠く状況であります。非住宅においても新築は前年比マイナス幅が大きい一

方で、リフォーム・リニューアルは堅調と言えます。人口減少にともない国内の市場

規模が漸減することは間違いないと考えていますが、大都市圏や半導体をはじめ

新工場の進出などにともなう一部地域の活性化、また、先ほど申しあげたリフォー

ム・リニューアルなど、縮小する中で成長する市場、新たに生まれる市場は必ずあ

りますので、そうした市場への提案力、課題解決力を高めてまいりたいと思ってい

ます。 
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こうした状況下、2025 年 3 月期の売上高は、前年同期比 5.5％増の 2,003 億 78 百

万円、営業利益は 4.9％減の 181 億 74 百万円、当期純利益は 12.1％減の 125 億

67 百万円となりました。仕入コスト、物流費などの継続的な上昇、将来を見据えて

の IT・ロジスティクスなど事業インフラの強化や人的資源の強化を目的とした人件

費などの増加を、売上高増ではカバーしきれず減益となりました。 

なお、昨年 5 月 10 日に発表いたしました公表値に対しては、昨年 12 月に行いまし

た価格改定の効果や販管費のコントロールにより、売上高、各利益項目ともに達成

しています。 
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セグメント毎のポイントについてお話しいたします。主力の国内インテリアセグメント

におきましては、利益は 189 億 40 百万円と、前年同期比で約 3.0％の減益となりま

した。販売数量は、昨年 12 月に主力仕入先の工場での火災事故が発生いたしまし

たが、その影響を除きますと、ほぼ想定どおりでした。 

事業環境が厳しい中、需要の減少、コストの増加はありましたが、これまで培ってき

たソリューション提案力に裏付けられた高い市場シェア、そして、昨年 12 月に実施

した価格改定が収益を下支えいたしました。 
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壁装材、床材という当社の主力２商材の売上高は、いずれも前年同期比 1.8％増と

なりました。市場が縮小する中、壁装材では市場シェアを高く維持できたということ、

一方、床材につきましては、仕入先火災事故がありまして数量の減はありましたが、

機能性を有する中型商品の伸長がありました。 
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私どもが戦略商品と位置づける高い機能性を有する商品群であります。昨年度の

売上高は 416.8 億円、前年度比 8.8％増と高い成長を示しまして、国内インテリアセ

グメント売上高の 4 分の 1 を占める規模に至っています。 

中型商品をはじめとして機能性を有する商品の拡充は私どもの最重要課題の 1 つ

であり、引き続きそうした商品の開発、上市に努めてまいりたいと思います。 
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続いて国内エクステリアセグメントですが、当社のエクステリア事業はグループ会社

でありますサングリーンが担っています。 

2024 年 3 月期は赤字となったものの、2025 年 3 月期については、関東に新たな 

2 拠点を構えること等で売上高が増え、一方、販管費のコントロールを進め 2025 年

3 月期は黒字転換に至りました。 
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海外セグメントにおいては、海外全体の売上高の７割を占めます北米が、一昨年営業

利益ベースで黒字転換して以降、引き続き増益を果たし、順調に推移しています。一方

で、アジアのインテリア商品の Distribution 事業においては赤字が拡大いたしました。

シンガポールおよび中国・香港の不振によるものです。 

2024 年 7 月に、空間デザイン・総合施工を事業領域とするシンガポール D’Perception

社の株式を取得いたしました。当社の空間総合事業のグローバル展開拡大の戦略に

沿ったものです。アジア事業の不振、D’Perception 社の株式取得を含む一時的費用

（約 2 億円）、また、本社経費などにより、海外セグメントの赤字額は前年度比で拡大い

たしました。 
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2026 年 3 月期の業績予想について、国内の市場環境は引き続き弱含みに推移し

て厳しいと想定いたします。特に新築住宅市場は厳しく、一方で非住宅リニューア

ルは比較的堅調に推移すると考えています。各種コストの増加は継続して見込ま

れますが、昨年 12 月に実施した価格改定の効果が通期で出てくることにより、コス

ト影響を吸収できると見込んでいます。 

床材については、仕入先火災事故の影響が上期を底として通期でマイナス影響と

なります。 

海外について、まず相互関税の影響につきまして、現時点では当社の連結業績に

与える影響は限定的と見ています。ただし、海外セグメントの業績をけん引する北

米への影響、また、アジアについても間接的な影響が今後出てくることはあり得ま

すので、注視してまいります。 

海外セグメントの業績については、前期に発生した一時的費用約 2 億円がなくなる

ことに加え、北米がけん引していくこと、D’Perception 社の通期業績が反映される

こと、アジアのインテリア商品 Distribution 事業の収益改善を進めることで、セグメン

トの黒字転換を予想しています。 
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こうした前提のもと、売上高 2,100 億円、営業利益 190 億円、当期純利益 130 億円

を予想しています。 

一方、国内エクステリア、海外の中期経営計画における利益目標の未達、そして仕

入先火災事故影響による利益の押し下げなどから、5 月 14 日付けの適時開示のと

おり、定量目標の一部を見直しました。詳細については後ほどご説明いたします。 
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中期経営計画の進捗状況についてご説明いたします。 
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基本方針はここに記載のとおりですが、現中期経営計画期間である 3 年間を次の

飛躍に備える 3 年と位置付け、商品の拡充、人的資本の強化、インテリア事業を一

段と強化するとともに、エクステリア、海外事業での収益拡大を実行いたします。 
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5 月 14 日付の適時開示のとおり、定量目標の一部を見直すことといたしました。売

上高は目標を上回りますが、国内エクステリア、海外での目標未達が利益を押し下

げることに加え、国内インテリアでは仕入先火災事故の影響があります。 

ROE の下方修正については、利益の下振れだけでなく、分母でのその他包括利益

累計額を含む自己資本の積み上がりも影響しています。 

CCC については、営業現場での取り組みやサプライチェーンマネジメントの効果が

出てきています。一方で、安定かつ持続的な供給体制を維持していくための調達政

策等を考慮いたしまして、数値を見直しました。 
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中期経営計画策定時とのギャップでありますが、ご覧のとおり、営業利益 15 億円の

マイナスは、ほぼ国内エクステリア、海外の未達によるものです。 

火災事故の影響があるものの、国内インテリアについては概ね目標どおりと計画し

ています。 
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仕入先工場火災の影響については、火災事故が発生したのは昨年 12 月 28 日で

あり、しばらく工場に立ち入ることができず、当初はここにあります２商品の供給再

開には、１年以上かかる可能性も覚悟しておりました。その後仕入先、当社一体と

なって一刻も早い供給再開に向けて最善を尽くし、今は、段階的な供給再開を見通

せる状況に至っています。供給再開がかなってもすぐに販売が伴うか、あるいは供

給再開に至るまでの代替生産のコストの増加が現時点での見通しで収まるかなど、

まだ流動的であります。これによる売上高への影響として約 50 億円を見込んでい

ます。 
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連結売上高の約 15％を占める海外事業について、その中で主力の北米につきまし

ては、この 2 年業績改善が顕著に進み、新年度に入っても堅調に推移しており、私

どもとして重要な戦略投資の対象と位置付けています。引き続き成長戦略を進めて

まいります。 
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アジアにおきましては、2017 年以降進めている中国・香港、および東南アジアでの

Distribution 事業と、昨年参画したシンガポールでの設計・施工事業という２つの事

業に取り組んでいます。   

Distribution 事業については、不動産不況のもと、苦戦している中国・香港のみなら

ず、東南アジアにおいても昨年度業績が悪化し、この 1 月および 4 月以降、経営体

制の刷新、スリム化を実施し筋肉質な企業体質に変えていく途上にあります。 

シンガポールの設計・施工事業については、当初の狙いどおり進んでいて、今後、

当社グループにおけるシナジー創出など企業価値向上に努めます。 

なお、海外事業につきましては、この 10 年期待された収益に至っておらず、これま

で以上に、私自身としましても最重要課題として臨んでまいります。 

ご報告のとおり、北米は着実に改善、アジアについては基盤の再構築、アジアの設

計・施工事業はこれから、というように、地域や事業によって状況が異なりますので、

今後、海外事業の全体感に留まらず地域別、事業別の報告をより詳しく行いたいと

考えています。 
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私どものエクステリア事業の中核会社はサングリーンでありまして、業績はこの2年

停滞しています。営業拠点の拡大、事業領域を広げていることから投資が先行して

いるということが主因であります。経営を強化するために、今年 4 月に経営体制を

刷新し、スリム化を進めるとともに、成長戦略として商材の拡充や私どもと一体とな

った提案力の強化に取り組んでいます。 
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インテリア商品の提供にとどまらず空間全体をつくりあげていくビジネスを担う組織

として、今年４月に空間総合事業部を立ち上げました。空間をつくるに際して、企画、

デザイン、設計、施工、営業、プロジェクトマネジメントを一気通貫で行う専門組織で

す。 

もともと私どもが手掛けてまいりましたコア事業であるインテリア商品の企画・販売

とのシナジーがあり、かつポテンシャルのある事業であるため、将来の収益の柱の

１つとなる事業に育ててまいります。 
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長期ビジョンにおいてスペースクリエーション企業への転換ということを掲げており

まして、空間総合提案を進めるにあたり、空間を構成する商材の拡充が大切な課

題であると考えています。その１つとして米国 ShawContract 社の床材の取り扱いを

スタートいたしました。これにとどまらず、市場のニーズ、社会課題の解決につなが

る新たな商材の開発、商品ポートフォリオの拡充を進めていきます。 
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グループ力強化に向けた組織改編で、ここに記載しました４点を今年 4 月 1 日の組

織改編の重要施策としてスタートしています。 

私どもの成長戦略は、今 向き合っている事業、即ち、中核事業の深化・変革、そし

て次世代に向けた新規事業の探索・創出、この２つを成長戦略として掲げています。

今回は前者の中核事業強化を進めていくために、ここに記載の４つの施策を実施

いたしました。 

２つ目の DX 部門についてご説明いたします。私どもは当社の価値創造の源泉を人

的資本並びにデジタル資本の両輪と位置付けています。DX 部門はＩＴやサプライチ

ェーンをはじめとして、デジタル資本を全面的に担う組織としてこの４月に立ち上げ

たものとなります。４つ目に記載した生産性の向上は、DX 部門のアクションとしては

重要なターゲットとなります。 
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続いて人的資本につきまして、その重要施策の１つでありますキャリア採用につい

ては、この２年で加速しています。これは人数だけではなく、当社グループが変革と

成長を実行していく上で、欠けている機能、役割、あるいは必要とする機能、役割な

どのスキル、能力を有するキャリア人材の採用を積極的に行ってまいりたいと思っ

ています。 
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エンゲージメントスコアですが、企業が良くなるか強くなるかは社員の意欲、モチベ

ーションがどれだけ高いか、これに尽きると考えます。 

幸いこのスコアは、右肩上がりとなっていますが、決して満足せず、安住せず、皆が

勇気を持って変革・挑戦に取り組めるような風通しのよい企業風土、職場環境をつ

くっていきたい、つくり続けていきたいと思っています。 
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デジタル資本の取り組みの１つとして、サプライチェーンマネジメントについてご説

明いたします。私どもは非常に多くの商品を取り扱っており、そういった多品種ディ

ストリビューションを進めるにあたり、サプライチェーンマネジメントは競争力を左右

する根源的なものであります。 

サプライチェーンマネジメントは、全てにまたがる全機能が連携してはじめて成り立

つものであり、ここのフローにありますように個々の強みはもちろんのこと、このチェ

ーンとしての強みが必要であり、これは先ほどご紹介した DX の担当役員のもとで、

着実に進めているところであります。 
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当社にとどまらず仕入れ先も含めて、ゆくゆくは業界全体での SCM の適正化、最

適化も視野に入れていきたいと思っています。 
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私どもはインテリア業界で強固なポジションを堅持していますが、その中で物流は

大変重要な機能と考えています。 

もちろん自社で機能強化を図ることに加え、重要度の高い大切な協力会社をグル

ープ会社化していくことも施策の１つであります。 

その一環として、この 4 月 1 日付で SDS 社を 100％子会社といたしました。 

まずは、着実にこの会社の PMI を進め、生産性、収益性を高めるとともに、将来的

にはサンゲツ自社の物流機能、それから、すでにグループ会社となっているクロス

企画とのシナジーの創出ができるかどうか検討していきたいと思っています。 
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当社は創業以来、社会価値の創出、企業活動を通じた社会貢献を大切にしてまい

りました。ここではその取り組みの中から 2 つご紹介いたします。 

左側は当社商材を活用いたしました児童養護施設へのリフォーム支援であります。

2014 年からスタートいたしまして、累計 301 件となりました。サンゲツグループは企

業理念におきまして、「すべての人とともにやすらぎと希望にみちた空間を創造す

る。」ということを掲げています。その理念に基づいて、子どもたちや住まいに関す

る社会課題解決に取り組む団体への継続支援を行っています。 

ここに紹介しておりますのは継続支援団体の１つでありますハビタットとの共同案

件です。 

右側は、株式会社ヘラルボニーが主催しますアワード「HERALBONY Art Prize 

2025」への協賛であります。株式会社ヘラルボニーは、「異彩を放て。」 をミッション

に掲げており、知的障がいのあるアーティストとともに新しい文化をつくる企業であ

ります。 

当社といたしましては、デザインを通じて社会の多様性や社会課題の解決につな

がることに貢献していきたいということで、その一環としての取り組みがこれにあた

ります。私どもの企業の根幹は、市場ニーズに加えて社会課題の解決に真摯に向

き合っていくということと考えており、冒頭に申しあげましたとおり、創業以来大切に

してまいりました社会価値、社会貢献に全社員意識高く臨んでいきたいと思ってい

ます。  

  

現中期経営計画に関する説明は以上のとおりとなります。 
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2025 年度は、現中期経営計画の最終年度であり、かつ 2020 年度からスタートした

10 ヵ年長期ビジョンの折り返しの年度にあたります。 

冒頭申しあげましたとおり、この１年かけて FACT FINDING、現場の把握、課題の抽

出に努めてきまして、当社はどうあるべきか、どういうものにしなければいけないか、

自分なりに理解認識を高めてきたつもりであります。来月に入りましたら、次の中期

経営計画の策定に取りかかり、次の中期経営計画についてはこの長期ビジョンを

考慮いたしまして、その最終年度であります 2029 年度までの４ヵ年計画を、今年度

内につくり込みたいと思っています。 

皆さまにお示しできるのは来年度に入ってからとなりますが、株主さまはじめステー

クホルダー皆さまに、得心いただけるものを策定して、社員全員でそれを実現すべ

く邁進していきたいと思っています。 
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株主の皆さまへの還元方針についてご説明します。 
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現中期経営計画期間における株主還元方針はここに記載のとおりであります。 

その中で、自己資本につきまして、株主資本以外の増加要因として、現中計策定時

に想定しておりませんでした株高などによる保有株式の含み益や、金利上昇による

退職給付にかかる調整累計額などが、想定よりも 70 億円弱増加しています。これ

により、その他の包括利益累計額が積み上がっている状況であります。 

こうした状況下、株主還元につきましては、資本効率を意識した還元を進めていく

方針に大きな変更はありません。一方で、今後の持続的な、そして安定的な成長お

よび還元を実現していくには、今ある資産、組織、ビジネスモデルに決して安住する

ことなく、新たな収益基盤を構築できるかどうか、これが生命線になると考えていま

す。資本効率に加えて収益の拡大に向けた継続投資による成長戦略が非常に重

要であります。 

今後の資金配分につきましては、業績の進捗、成長投資の機会を見極めながら、

最適な資本構成も踏まえて、総合的に勘案した上で、適切に対処していきたいと思

います。 
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続きまして、本日の決議事項についてご説明いたします。 

第 1 号議案として、2024 年度の期末配当を一株あたり 75 円といたしますことをご

提案申しあげております。 

これをご承認いただきますと、2024 年度の年間配当は一株あたり 150 円となりまし

て、2013 年度以来、連続 11 期の増配となります。また、今年度の配当額を一株あ

たり 155 円として、予想の発表をしています。 
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第 2 号議案として、ご審議いただきます監査等委員を兼ねない取締役候補として、

私、近藤康正と新任の取締役として松尾豊を取締役候補者として上程しております。 

2 名の略歴、選任理由につきましては招集ご通知 8 ページと 9 ページに記載してお

りますので、ご参照いただきたいと存じます。 
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第 3 号議案としてご審議いただきます監査等委員を兼ねる取締役候補について招

集ご通知 10 ページに記載しております。本定時株主総会終結の時をもって、監査

等委員であります 5 名が任期満了となります。つきましては、監査等委員である取

締役 5 名の選任を上程しております。5 名の略歴、選任理由については招集ご通知

11 ページから 14 ページに記載しておりますのでご参照いただきたいと思います。 
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監査等委員を兼ねる取締役と執行役員を兼務する取締役の比率は５：２、社外取

締役と社内取締役の比率は４：３となります。   
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以上、私より決算概況と中期経営計画 2024 年度を終えての各施策の進捗状況と、

第 1 号議案から第 3 号議案をご説明申しあげました。 

 

※採決の結果は、当社 WEB サイトに記載の「第 73 回定時株主総会決議のご通知」

よりご覧ください。 

 

第 73 回株主総会決議のご通知 
https://ssl4.eir-parts.net/doc/8130/announcement/111424/00.pdf 
 

以上をもちまして、本総会を閉会いたします。本日は誠に、ありがとうございました。 

https://ssl4.eir-parts.net/doc/8130/announcement/111424/00.pdf

